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１．はじめに 

 塩化物が飛来する大気腐食環境の鋼の腐食モデルを基に，塗装用の耐食鋼（以下，開発鋼）が開発された 1-4）．

本開発鋼は，JIS G 3106 溶接構造用圧延鋼材，JIS G 3140 橋梁用降伏点鋼板，ISG 3101 一般構造用圧延鋼材が

要求する機械特性ならびに溶接継手特性を満足し，さらに道路橋示方書に記す機械特性と溶接継手特性満足するも

のである 4)．本開発鋼は鋼中に微量の Sn を含み，溶出した Sn イオン

による鉄の溶出反応抑制効果により優れた耐食性を発揮する 5)．その

ため，保護性のさび層の効果により優れた耐食性を示す耐候性鋼をは

じめとする耐食鋼とは異なり，保護性さびを形成し難い塩化物の多い

環境でも優れた耐食性を発揮し，鋼構造物の長寿命化に貢献できると

期待される．本開発鋼は，塩化物を含む大気環境を模擬するとされる

SAE J2334 試験において塗膜脆弱部（きず部や薄膜部等）で高い耐食

性を示し，普通鋼に比べて塗装塗替え判定基準に至る期間を約 2 倍に

する 4, 6)．また，実際の腐食環境下においても長期間優れた耐食性を

示すことを確認してきた 6-9)． 本報告では，本開発鋼を沖縄県海岸部

の非常に厳しい腐食環境下において 5 年間の曝露試験を実施した結果

を報告する． 
 
２．試験概要 

２．１. 供試鋼材 

 塗装仕様材の代表的な鋼材規格の

一つとして SM490YB を選択し，鋼材

の化学成分を表１に示す．SM490YB

鋼を比較鋼とした．圧延鋼材から 100

×60×3 mmtの試験片を作製した．試

験片の表面をショットブラストし，

表 2 に示す橋梁用一般外面塗装仕様

の C-5 塗装仕様を施した塗装試験片

の塗膜にスクラッチ疵を塩ビカッターで設けた．  

２．２.曝露試験 

 沖縄県海岸地域において，雨洗効果のある大気曝露条件と雨洗浄効果の無

い軒下雰囲気条件で水平に設置して 3年間曝露試験を実施した．なお，曝露

試験の環境は，ISO9223 の腐食環境区分の C5 に相当し，図１および図 2に示

すような海岸地域で，かつ保護性さびの形成による防食効果の発揮が期待で

きない程厳しい腐食環境である． 
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図 1.開発鋼の適用環境 

図 2 各環境の鋼の腐食速度と ISO9223
の腐食区分 10，11) 
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表 1. 化学成分（mass %） 

表 2. 塗装仕様 
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３．試験結果 

 図 3に沖縄海岸部に 5 年間曝露試

験を実施した試験片の評価後の外

観写真を示す．雨洗効果の有る大気

曝露と雨洗効果の無い軒下曝露の

両方において，SM 鋼に比べて開発

鋼は腐食による剥離を抑制した．な

お，防食下地にジンクリッチペイン

トを含む塗装仕様は，長期間腐食環

境に曝されると，腐食していない箇

所ですら凝集破壊により剥離する

場合がある 12)．腐食部は，図 3
中の黒色に変色した部分であり，

同部分の面積率を剥離面積率と

して求めた．その結果を図 4 に示

す．開発鋼は，SM 鋼に比べて塗

膜剥離を抑制した．図 5 に塗装き

ず部における腐食深さの測定結

果を示す．開発鋼は，SM 鋼に比

べて腐食深さを約半分まで抑制

した． 
 

４．適用事例 

 本開発鋼は，2018 年に沖縄県浦添市の国道 58 号線，浦添北道路の牧港

高架橋の鋼桁部に適用された（図 6）． 

 

５．まとめ 

 微量の Sn を添加した開発鋼を沖縄県海岸部に 5 年間曝露した結果，開

発鋼は普通鋼に比べて塗装欠陥部の腐食と塗装剥離を抑制することを確

認した．開発鋼は，沖縄県海岸部のような非常に厳しい腐食環境下の橋

梁等の塗装された鋼構造物に限らず，国内外の様々な大気腐食環境にお

いて適用でき，鋼構造物の長寿命化に貢献できると期待できる． 
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図 3. 曝露試験片の評価後の外観写真 

図 4. 塗膜剥離面積率 図 5. 塗装きず部の腐食深さ 

図 6. 開発鋼が適用された橋梁 
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